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要旨：本パネルでは文化人類学での「文化」理論の動向の要点を簡単にまとめ，テクノロ

ジーを用いた参加型言語および文化学習の実践を紹介する。外国語教育での文化の捉え方は

一般に固定的，均質的なものが多いが，その捉え方には問題も多い。なぜなら，文化の中で

の多様性，文化の変化がどのように起こるかが説明できないだけでなく，ステレオタイプを

促進する恐れもあるからだ。したがって，本パネルでは，従来のように受動的なものとして

だけ文化学習を捉えるのではなく個人が能動的に表現する側面，また，コミュニティーでは

自分も評価し，同時に相手にも評価されているのだという側面を強調する「参加」という概

念をキーに wiki，ブログ，ポッドキャストを用いた実践を紹介する。 
キーワード：wiki，参加，ブログ，文化，ポッドキャスト 
 

はじめに 
グローバリゼーション，情報化，科学技術（テクノロジー）の発展により，（文化的知識，

情報をも含む）知識／情報，コミュニティー，そして，個人をもがこれまでにないスピード

でめまぐるしく変化している。現代の外国語教育というものは従来の言語，文化的知識の習

得だけではこの変化に対応することはできない。本パネルではそれらの問題を概観するため，

まず，文化理論の動向を３つに大別し，それらの概念を取り入れた実践を紹介する。 
 

文化理論の概観 
現在使われている文化という概念は１８世紀の後半，植民地支配や国民国家形成の過程で

用いられるようになったものである（縫部・水島, 2005)。人類学者は１９世紀ごろ植民地化
した「未開」の人口集団の行動や思考様式を観察し描写し，それを実体化して「文化」とい

う用語でまとめた。ここでの前提は観察する集団に属する人々が基本的に同じである（同質

性）ということであり，それは知識，つまり，変化しない固定されたものとして扱われてい

る (Benedict, 1934)。その後，人類学内ではこのような知識としての文化を批判的に見る傾向
にある (Clifford and Fischer, 1986; Marcus and Fisher, 1986; Appadurai, 1996; Hannerz, 1996; 
Gupta and Ferguson, 1997)。 
最近の言語，教育人類学では身近なコミュニティーに参加したい人々が何らかの行動を表

現した結果現れたもののスナップショット (Makoni and Pennycook, 2005) を言語／文化と捉
えている。コミュニティーのメンバー，あるいは，メンバーになりたい人，メンバーとして

認められたいと思っている人が他のメンバーに対してどのように振る舞っているか，自己を

表現しているかの結果であり、そこでの振る舞いは個々人によって多様であり，散漫なもの

である。 
そして，このスナップショットという用語は，文化ということばで表されようとしている

ものが，常に変化しているということを前提にしている。そして，コミュニティーの中の個

人は，そのスナップショットされた（文化的知識を含む）知識／情報を解釈，評価すると同

時に，コミュニティーのメンバー，自分自身をも評価している。また，実際にはその自己相

互評価により確認された問題は様々な方法で解決が試みられている (Lave and Wenger, 1990)。 
ここで、これまでの文化概念に対する視点をまとめると１）言語／文化の使用には言語／
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文化の知識の習得が必要であると考える見方，２）言語／文化は個人の表現の媒体であると

とらえる見方，そして，３）あるグループに所属するメンバーの言語使用を相互に評価／コ

メントし合うことにより，文化／言語形成されているのだという見方の３つに大別される。 
外国語教育では現在もなお，文化学習は文化的知識の習得ととらえられる傾向にある

（National Standards in Foreign Language Education Project, 1996)。しかし，文化理論の展開が
示すように、コミュニティーに参加する場，つまり，コミュニティーの中で自己表現する場，

自己相互評価をし，問題発見解決を図っていく場を提供することも大切なことである。最近

の科学技術の発展（テクノロジー）によって，コンピュータとインターネットへのアクセス

があれば，誰でもどこででも利用することができるようになった。つまり，時間と場所を選

ばず，世界中の人々につながるようになったのだ。次に，この利点を取り入れた実践（Wiki，
ブログ，ポッドキャスト）プロジェクトの概要を紹介したい。 
 

Wiki を用いた実践 
 Wiki とは協同的なもので編集ボタンをクリックするだけで、いつでも誰でも簡単に編集
できる一連のページである (Godwin-Jones, 2003)。Wiki の利点はコンピューターとインター
ネットのアクセスさえあれば教室外での共同作業をするのに非常に便利であるという点にあ

る。 
 

クラス紹介プロジェクトの概要 
 レベル 初級前半 
 所要時間 約２週間  
 活動内容，手順 
このプロジェクトでは，クラスのブログに掲示するクラス紹介の原稿をグループで書いて

もらうことを課題とした。まず，いい紹介の評価カテゴリーについて話し合い，学習者との

合意の基に評価基準を作成した。その後，１２人の学習者が４人ずつ３つのグループで約１

週間，自己紹介の原稿をクラス外で作成した。また，グループの他のメンバーが書いた文を

書き換える際には必ず，「Discussion」の部分にその理由を記入することを原則とした。最
後に出来上がった Wiki 上のクラス紹介は，クラスのブログにポストした。この活動のおお
まかな手順は次の通りである。 
１）プロジェクトの説明をする。 
２）評価基準の話し合いを行い、最終評価の基準を設定する。 
３）Wiki を用いたグループ作業を行う。 
４）最終作品をクラスのブログへポストする。 
５）自己相互評価を行う。 
 成果，最終評価 
 最終的な評価は学習者との同意の基に作成された評価カテゴリーを用い，記述式で行った。

その際，他のグループだけではなく自分のグループについても同じように評価するように指

示を出した。 
 

ブログを用いた実践 
 ブログ(blog)とはウェブサイトの一種で，個人やグループで運営される日記的なホーム
ページのことをいう。ブログの作者（ブロガー）はブログのデザインもあらかじめ用意され

たテンプレートから選ぶだけでよく，HTML や FTPを知らなくてもウェブブラウザーから
手軽に情報を更新，編集できる。その上，写真や他のウェブサイトへのリンクも簡単に掲載

できる。さらに注目すべき点は，従来のホームページのように一方的な情報提供ではないこ

とである。他のブログ記事との連携機能（トラックバック）や読者がコメントを書き込める

掲示板的な機能も兼ね備えている。近年ブロガーは急増してきたが，ブログ運営会社による
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とその大部分は若者である（Huffaker, 2005）。その気軽さ，多機能性に加え、若者間での普
及によりブログは教育現場でも注目されるようになり，様々な方法で使われ始めている。 

 

ブログプロジェクトの概要 

 レベル：中上級 
 所要時間：１学期間 
 活動内容、手順 
 このプロジェクトでは、学生が既習文法・単語・漢字を状況に合わせて使いこなしながら

自己表現でき，さらに新しい単語・表現を増やしていくということを目標にした。アメリカ

南部の私立大学の日本語３年目の学生が参加し，１学期間に渡り１週間に１度ブログを更新

することを課題にした。書く内容は身の回りの出来事や時事問題などへの意見など，自由と

いうことにした。このプロジェクトの手順は次の通りである。 

１）クラスでプロジェクトの説明および評価基準の説明する。 

２）学生各自がブログを開設し、デザインを選ぶ。 

３）週に１度ブログ記事を更新する。 

４）クラスメートのブログ記事を読み、コメントを書く（１学期に１５コメント以上）。 

５）２～３記事毎にインストラクターと個人面談をし、文法や表現を中心に話し合う。 

６）インストラクターからのフィードバックをもとに、自分の記事を直す。 

 成果、最終評価 
 評価は記事ごとに４段階で行った。ただし記事を直した場合には、直した方の評価を採用

した。 
 

ポッドキャストを用いた実践 
ポッドキャスト（Podcast）は，アップルコンピュータ社の iPodと「broadcast」を組み合
わせた造語で，簡単に言うと，インターネットを使ったアマチュアラジオ番組のことである

（Richardson, 2006）。ポッドキャスト制作者は音声または動画ファイルをウェブサーバ上に
アップロードし，iTunesやブログなどを通してインターネット上で配信する。聞く（見る）
側は制作者が運営するブログや，iTunesなどのソフトウェアを使って，ポッドキャストをコ
ンピュータや携帯プレーヤーにダウンロードして聞く（見る）（Goodwin-Jones, 2005）。 
ポッドキャストの利点として，誰でも簡単に制作・配信することができるという点があげ

られる。マイクと GarageBandや Audacityなどの音声録音機能を持つソフトウェアさえあれ
ば，ポッドキャストを作ることができる。配信も，ポッドキャストへのリンクをブログで公

開したり，iTunesにポッドキャストを登録したり，また PodshowCreator.com
（http://www.podshowcreator.com/）などの有料配信サービスを利用して手軽にすることができ
る。 

 

ポッドキャストプロジェクトの概要 

 レベル 初級前半 
 所要時間 約３週間  
 活動内容と手順 
このプロジェクトでは「アメリカにある大学や，そこで勉強する大学生に興味がある日本

語話者」を聞き手とし，アメリカの大学や大学生活について情報を提供する番組を作ること

を課題とした。アメリカ東海岸にある私立大学の１年生１学期目のコースの２セクションか

ら，計３０人（１９人と１１人）の日本語学習者が参加した。手順は次の通りである。 
１）クラスのブログと授業時間を使って「よいポッドキャスト」とは何かを話し合い，ク 
  ラス全体で評価基準を決める。 
２）３~４人のグループに分かれて，Horizon Wimba Voice Tools（ウェブ上で音声ファイルを 
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  交換するためのシステム）を使ってポッドキャスト（「下書き」）を録音する。 
３）他のグループに，２）で録音した「下書き」を聞いてもらい，フィードバックをもらう。 
４）他のグループからのフィードバックを考慮に入れ，ポッドキャストを作り直す。 
５）iTunesとクラスのブログを通して，配信する。 
６）他のグループのポッドキャストを聞き，評価する。 
 成果，最終評価 
１０のグループがポッドキャストを制作・配信した。最終作品への評価は記述式で，ポッ

ドキャストを配信したクラスのブログでポッドキャストを聞き，ブログのコメント機能を

使って評価を書き込んでもらった。この際，自分と同じセクションから３つ，別のセクショ

ンから２つのポッドキャストを評価するよう指示した。 
 

まとめ 
本パネルでは文化概念を簡単にまとめ，現在の文化学習に参加の観点を取り入れることの

重要性を指摘した。その後，その観点を取り入れた実践として、wiki, ブログ、ポッドキャ
ストのテクノロジーを用いたクラス活動を紹介した。言語／文化を多様で変化していくもの

であるととらえた場合に，教師，学習者はその変化を外からただ見守るだけの人間であると

いうことはあり得ない。現状を肯定しているか，変えていくかのいずれかでその変化に関

わっている，そして，その言語／文化のあり方が様々な人を幸せにも不幸せにもしているの

だということを強調して本稿の結びとしたい。 
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